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今号の内容  

◆報告 2025 年度 JSA 福井支部 臨時／第 4 回幹事会概要(山根 清志) 

◆追悼 山本富士夫先生の思い出（その３）   (永井 二郎) 

◆土竜時評 トランプ政権への従属を隠そうともしない高市政権 

報道からからみるジャーナリズム時評（その８） (土竜 百聞) 

 

[報告] 2025 年度 JSA 福井支部臨時幹事会の概要 

 10 月 6 日(月)18:00 時から 19 時 10 分過ぎまで、9 名の福井支部幹事

出席の下、オンライン方式で、2025 年度ＪＳＡ福井支部臨時幹事会が開催

され、1、2 の議題が討議された。 

1、例会について 

小野幹事より、「能登研」が 8 月 30 日、31 日の両日行った現地訪問調

査（能登震災復興の「いま」と「これから」）について、その内容報告と情

報共有を目的として、現地訪問に参加したメンバーからの報告だけでなく、

他の団体や個人が行った復興支援活動についても交流し、ディスカッション

する「例会」を開催することが提案された。 

すなわち 10 月 25 日（土）14:00～16:00、県教育センター4 階ホール

にて、「震災復興、新たなフェーズへ」というテーマで開催、ファシリテー

ターを小野幹事とすることを確認。Zoom 配信とチラシ作成は山本雅彦事務

局長が担当することとなった。 

 報告者（話題提供）は、国土研の大豊英則氏と高校一年生（震災列車乗車

体験談）を予定しており、参加のよびかけとしては、これまで震災ボランテ

ィアに参加している民医連・医療生協、新婦人、労働団体などにチラシを届

け、参加要請することになった。 

2、山本富士夫先生を「偲ぶ会」について 

(1) 日程等について 

 山本事務局長より、10 月 6 日午後 2 時からの 3 団体（AALA、原発連

絡、JSA 福井）の打ち合わせで、「山本富士夫先生を偲ぶ会」を 11 月 24

日（祝日）、午後 2 時（1 時 30 分開場）から 4 時まで、県教育センターの

4 階ホールを会場に開催する旨確認したとのこと。主催を「山本先生を偲ぶ

会実行委員会」とし、会費は 1,000 円で食事は提供しない。第 1 回目の

「実行委」を 10 月 23 日に開催することになった、と報告があった。 

次第については、金森洋司先生の開会の挨拶、各団体から 3 名程度の挨

拶、その後「山本先生を偲ぶスライド」を上映し、次いで参加者の献花があ

り、最後に中嶌哲演氏の閉会挨拶で終える案が紹介された。 

(2) 追悼文集について 

「偲ぶ会」の話と併せて追悼文集作成の話が出ている件について、これに

ついても今後開かれる「実行委」で内容を決めて行うことになると報告があ

った。追悼論文集の編集委員には、高木秀男『福井の科学者』編集委員長、

宮本重信幹事、伊藤勇幹事にも参加して欲しいとの要請があった。 

 

[報告] 2025 年度 JSA 福井支部第４回幹事会の概要 

 1１月 3 日「文化の日」の夕刻、18:00 時過ぎからＪＳＡ福井支部第 4 回

幹事会がオンラインにて開催された。山本事務局長がはじまりを宣し、森代

表幹事の挨拶があって、審議に入った。審議は予め知らされていた議題の順

にすすめられた。 

http://www.jsa.gr.jp/


1、「山本富士夫先生を偲ぶ会」について 

 10 月 30 日、「山本富士夫先生を偲ぶ会」の第 2 回実行委員会が開催さ

れ、「偲ぶ会」向けての準備に係る諸々について話し合われた。 

 それを承けて【これまで決まったこと】がリストアップして提示された

が、太半が問題無く認められた。ただ、「偲ぶ会」において各団体から挨拶

する 3 名程度というのを誰にするかについては結論を得るところまでいかな

かった。 

また、追悼文集の制作方法との関連で、原稿提出者が提出する書式の統

一・不統一等をめぐって長時間にわたり議論が紛糾し、実行委員会で議論し

決定すべきだということになった。第 3 回の実行委員会の日程は、11 月 18

日（火）午前 10 時より開催することが決まっている。 

２、「能登研」研修報告をテーマにした支部例会について 

 10 月 25 日（土）の福井支部例会「能登震災復興、次のフェーズへ～能登

現地研修報告…」は、Zoom 参加がホストを入れて 10 名、対面での参加が

9 名、YouTube ライブ視聴者が 40 名で、合計、59 名の方々の参加・視聴

があったことを確認。当日の幹事会では、参加したそれぞれの幹事から当日

の例会についての印象が語られた。 

３、北陸 3 県の事務局長会議について 

(1) JSA61 期 第 3 回幹事会について 

 「JSA 事務局ニュース 11 月 1 日発行付録」を参照とのこと。 

(2) 北陸シンポについて 

①主催は JSA 富山支部、②メインテーマは「廃棄物を巡って(仮)」、③趣

旨：今回のシンポジウムでは、北陸における廃棄物を巡る課題を取り上げ、

市民の視点に立って議論することとしたいとのこと、④開催日（案）として

は、2026/4/18(土) あるいは 4/19(日), 4/25(土), 4/26(日)。以下略。 

４、JJS の電子ジャーナルの利用に関するアンケートについて 

 福井支部からアンケートへ回答した会員はいないが、「JSA 事務局ニュー

ス 11 月 1 日発行付録」10～11 ページの「JJS 電子版の利用についてのア

ンケートの実施について」に、全国から寄せられた質問に対する回答(Q&A)

が掲載されている旨、紹介があった。 

6、例会について……積み残しなどの例会への具体化 

 ①樋口英明元裁判官の映画「原発をとめた裁判長」(小原浩靖監督)について 

 ②島崎邦彦氏の著書『3.11 大津波の対策を邪魔した男たち』について 

 ③学問の自由と「大学の自治」の問題について 

以上の 3 つについて、議論に上ったのは③であったが、今後ともメール審

議で具体化を行うこととなった。 

９、会員拡大と会計について 

 伊藤担当幹事より、(1)現在残高、(2)10 月の支出と入金、(3)会費納入状

況、(4)会員拡大、(5)今後の予定、について説明があった。 

他の議題、5：JSA 問題別委員会への参加呼びかけについて、7：『福井

の科学者』について、8：支部ニュースについて、はさしたる審議なし、そ

の他は省略。 

最後に森代表幹事の閉会の挨拶があり、20:20 に会議は終了。参加幹事は

8 名であった。次回幹事会は、明年 1 月 5 日（月）18:00～。 

 

 

 

支部ニュースへの寄稿・投稿を 
支部ニュースを支部会員間の交流の場とするため、積極的な寄稿・投

稿をお願いします。 

◆ジャーナル評論：「日本の科学者」「福井の科学者」の評論 

◆時事評論・批評、意見・見解、訴え、広報など 

◆活動・経験報告、事例紹介、行事案内、会員への案内・お知らせ 

その他、エッセー、書評、文芸作品の紹介など、何でも支部ニュース

担当者までメールでお送り下さい。 yamane@f-edu.u-fukui.ac.jp  

     ogura@u-fukui.ac.jp 



 

[追悼] 山本富士夫先生の思い出（その３） 

 山本富士夫先生の思い出（その１）では主に卓球、思い出（その２）で

は主に研究にまつわる話を記しました。思い出（その３）として、その他の

エピソードや山本先生と私の関係性について触れたいと思います。 

 山本先生は、こうと決めたら持ち前のエネルギーを発出してバリバリと

物事を進めることがよくありました。それが周囲との軋轢を生むこともあり

ましたが、ここでは成功事例を１つ紹介します。2001 年の春頃でした

か、山本先生は工学部長に就いている時で、山本先生や私が所属していた機

械工学科内にトップダウン的に、「韓国の釜慶大学校(PKNU)の機械系学科

と実質的な国際交流関係をスタートさせる。ついては秋頃に 10 名程度の教

員を PKNU に派遣し、教員同士で研究紹介を行い、国際共同研究の可能性

を探りましょう」との指示がおりました。当時若手だった私にこのような話

が来る前に、当然、機械工学科の教授会にて議論がなされたのだと思います

が、私は詳細を知りません。当初私は「何のために？ なぜ？」と疑問を抱

きましたが、自分の研究分野の国際会議ではなく、普段大学で一緒に仕事を

している機械工学科の教員 10 名で韓国に数日間旅行できるという楽しみも

あって、手を挙げました。私は、機械工学科の他分野の先生達が英語で自身

の研究概要紹介をしているのを初めて聴講し、大変新鮮味がありましたし、

PKNU の中に自分と同じような研究をしている先生がいることも知りまし

た。この半ば強引にスタートした国際交流事業は、次第に、教員同士の研究

交流から、お互いの大学院生の英語による研究発表交流事業へとスタイルや

目的を変え、規模も拡大され、ISAMPE（機械・動力工学系の国際シンポジ

ウム）と命名されました。2005 年からは中国の上海理工大学(USST)が加

わり日中韓の 3 大学事業となり、2024 年からはマレーシアのマレーシア

大学サバ校(UMS)も加わり、今年 2025 年には USST（上海）で開催され

ました。その上海での ISAMPE では、山本先生を追悼する特別講演が

USST の Cai 教授により行われ、20 数年にわたる ISAMPE の発展にいか

に山本先生が貢献されたかが紹介されたそうです（私は所用のため欠席）。

ISAMPE を継続するためには、教員の作業負担と経費負担がかかります。

おそらく山本先生以外の教員が言い出しても、周囲の反対意見に押されて実

現しなかったと思いますが、山本先生が最初に突破口を開いてくれたおかげ

で、今まで 20 数年実りある国際交流事業が何とか続きました。心よりお礼

を申し上げたいと思います。 

 最後に、山本先生と私の関係性について。（その１）で記したように、

1993.4 に私が福井大学に着任した直後から、ずっと山本先生は私に対し

て好意的に接して下さいました（少なくとも私はそう感じています）。た

だ、山本先生と私は、物事へのスタンスが必ずしも一致していた訳ではあり

ません。山本先生は晩年(2010 年代～2020 年代)は、反原発・反軍事政

策・反安倍政権（反自民党政権）で一貫して諸活動に従事しておられまし

た。年に数回ほど、私の部屋にこられて 1～2 時間熱く主張を語られまし

た。ほとんどの場合私は、あいまいに反応するだけで専ら聞き役に徹してい

たのですが、あれは 2018 年頃でしょうか、アメリカがトランプ政権にな

っていた頃に、いつものように反安倍政権の主張をされました。私は、こん

なことを言うと山本先生から激怒され絶交されるかもと思いつつ、安倍政権

の外交を褒めるようなコメントをしました。山本先生は「はい、はい、永井

先生の言うとおりです」と笑顔で聞いて下さったのですが、私の話が終わる

と反安倍政権の主張に戻りました。私の話は理解してもらえたのかどうか、

今となっては知るよしもありませんが、山本先生と最後にお会いできた

2025.5 の時まで、ずっと私に好意的に接して頂きました。30 数年間大変

お世話になりました。心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

（完）            （永井 二郎） 

 

 

202５年後期の会費納入をお願いします  
 2025 年後期の会費納入をお願いします。また、過去の未納

会費のある方は、分納でも構いませんので、至急納入をお願

いします。  



 

［土竜時評］トランプ政権への従属を隠そうともしない高市政権 

    報道からからみるジャーナリズム時評（その８） 

高市早苗総理が就任して 1 月余りだが、自民党総裁就任挨拶で「ワーク

ライフバランスという言葉を捨てます。働いて働いて働いて働いて働いて参

ります。」と言ったことが「評判」で、流行語大賞にも選ばれたがこの選考

委員会の見識も問題だと思う。これは、自分だけの決意表明ではないのだ。

午前 3 時に担当官僚を呼んで国会答弁書を打ち合わせたことから始まり、

労働側・経営側にも労働時間規制の緩和、働き方改革の改廃などを訴えた。

この 3 月に自民党の大会で挨拶した「連合」の芳野友子会長すら高市発言

を「看過できない」。高市氏は総理就任早々ASEAN で外交デビューし、

参加していたアジア歴訪中のトランプ氏を日本に迎えて彼を「エスコ－トし

た」が、一回り以上大きな彼に腕を取ってもらって「エスコートされて」い

る体で満面の笑顔、まるで「ファーストレディ」風の印象の映像が流れた。

極めつけは空母ジョージ・ワシントン上での日米会談で、一杯の兵士の前の

壇上で彼の隣に並び満面の笑みでピョンピョンはね腕を突き上げる映像、余

りにも追従的過ぎないか。話しは違うが、高市氏の夫は福井の山本拓氏で、

福井新聞は日本で初めての「ファーストジェントルマン」と紹介していた

が、「セカンド」ではないのか、と突っ込みたくなる。Wikipedia には、山

本氏は高市氏と二度結婚し、最初の戸籍名は「山本」で二度目は「高市」と

ある。高市氏は「夫婦別姓」に反対し「旧姓の通称使用拡大」を主張してい

るが、2 度の結婚で姓を使い分けたのもその一環かもしれない？ 

高市総理の衆院予算委員会での「台湾有事」発言が中国政府を刺激し、日

中関係に大きな影響を引き起こしている。この 7 月に米 CNN の電子版が､

トランプ氏が昨年の大統領選の時に「中国が台湾に侵攻すれば「北京を爆撃

する」」と発言したと報じた 1)。高市発言がそれに影響されたとは思わない

が、トランプ発言は資金集めの集会だったとのことだ。安倍元総理や麻生元

総理も同じような発言を繰り返したが公式発言はない。そもそも「存立危機

事態」はあいまいで具体的に定義している公的な文書はなく、「存立危機事

態」概念と「集団的自衛権」は繋がらない、との論考は説得性がある 2)。 

ところで、これらの問題を日本の大手マ

スコミは「番記者」的に報じるだけで積極

的に調査報道する気配がない。社のトップ

が総理と会食をする体質と同根で、高市法

務大臣の「電波停止」発言に反論せず、新

聞が消費税 8%据え置きになったのだっ

た。円安物価高と軍事拡大が進行する中、

裏金問題を指摘され「それよりも定員削減

をやりましょう」と「笑顔」で答弁した

が、これも大手マスメディアは「番記者報

道」に近かった。日本では大戦中の大本営

発表報道の体質を堅持しているようだ。栗

原俊雄著『戦争と報道』3)はジャーナリズ

ム内部からのその批判だ。トランプ大統領は国内的には「独裁者」として批

判報道を許さない姿勢だが、実際にはいろいろな批判的報道もあり、あの手

この手の大統領令を乱発している。2025 年度の報道の自由ランキング

は、日本は昨年 70 位より少し上がって 66 位だ。トランプ氏の米国はさす

がに下げて 55 位から 57 位になったが、日本よりはかなり上だ！！！ 

1) https://www.jiji.com/jc/article?k=2025070900700&g=int 

2)「「存立危機事態」という珍妙な概念」福好昌治 『軍事研究』2025.3 号 p.92 

3)『戦争と報道 「八月ジャーナリズム」は終わらない』栗原俊雄 岩波ブックレット 2025/10/17 

================================================================ 

<<編集後記>> 

2025 年度支部ニュース第５号をお届けします。 

高市政権が発足し、維新だけではなく、維新を除名・離党の議員３名の衆院会派「改

革の会」が自民党会派に合流し、多数派与党になりました。「裏金」も「団体献金」も

そっちのけで「議員定数削減」に突っ走る様相です。「森友」の偽造・改ざん公文書が

やっと開示され始めましたが、流行語大賞の高市氏は、授賞式に登場し満面の笑みで

「働いて働いて・・・」を繰り返しました。今、日本の南の列島群へ沢山の基地や地下

司令部を作っているのが不気味です。沖縄の辺野古の埋め立てはいまだにめどが立って

いません。令和の米騒動で農水大臣として何と言ったか忘れたのか、小泉防衛大臣があ

さっての方向に軍拡の笛を吹いているのをもっと厳しく報じるべきでしょう。 

            （OG.） 


